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たくましく生きる力を育む
防災教育の展開／

学校における防災教育の進め方

平成２５年度 福島県学校災害安全
指導者研修会

2013.9.4 郡山市／2013.9.9 いわき市

茨城大学教育学部 大辻永

otsujih.com 1

●
平成25、2013年という年に

歴代最高気温の記録

41.0℃ 高知県四万十市 (8.12)

気象庁「特別警報」の運用開始（8.30～）

大雨、暴風、高潮、波浪、大雪、暴風雪の６種類
を新設。それぞれの地域で「数十年に１度の現象
」を基準に市町村単位で発表。命に関わる非常
事態が迫っていることを知らせる情報
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●

平成25年度福島県学校災害安全
指導者研修会

東日本大震災を踏まえ
福島県で防災教育を推進するために

上越教育大学大学院学校教育研究科
教授 藤岡達也

fujioka@juen.ac.jp
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（１）防災教育の背景と理念
東日本大震災が教育界へ与えた衝撃
「たくましく生きる力」を育む防災教育

（２）福島県の自然環境と人間活動
地域の特色と産業（自然災害のメカニズム理解，
自然の二面性＜恩恵面＞の取扱い

（３）科学・技術・社会の相互関連を捉える教育
科学・技術・社会の相互関連理解
知識から意思決定，行動，合意形成

（４）地域と連動した組織活動
避難訓練の見直し
（基礎を踏まえた上での児童生徒の判断・行動力）
地域と連動した避難訓練，防災活動

（５） 持続可能な社会の構築と防災教育
ESD（持続発展教育）「福島から世界へ」の期待
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●

いざというとき

● ●
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●
法的根拠と「流れ」

H22.3 H24.3 H25.3

8

●

学校保健安全法
（平成21年4月施行）

学校安全の推進に
関する計画 H24.4

福島県『防災学習
指導資料』H25中

9http://memory.ever.jp/tsunami/higeki_bosai-tyosya_miki.html

● JR富岡駅

10

2013.8撮影
●

11JR夜ノ森駅付近

JR富岡駅前

●
津波からの避難：釜石市の小・中学校

釜石東中学校

鵜住居小学校

揺れがおさまる
と自らの判断で
校庭に集合

あらかじめ
決めておい
た避難場所
へ移動

津波の襲来に備
えて校舎の３階

に移動

中学生の避
難行動を見
て、校外への
避難を決定

裏山の崖が
崩れている
ことを発見

中学生が
小学生・
保育園児
を助けな
がら、高台
の介護福
祉施設へ
避難

津波が堤
防を越え
たという情
報を知り、
さらに高
台へ（山を
登る子も）

小・中学校５７０人は
全員無事だった！

●
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（釜石市の事例）

釜石東中

鵜住居小

避難場所

介護福祉
施設

石材店

●
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中日新聞 2012年3月12日

●

矢田俊文さん（新潟大学教授）のお話し

「観光客であふれるＪＲ大阪駅
や道頓堀周辺も、大津波に襲
われました。過去の津波到達
点を示す掲示板を、市内各所
に立てるべきだ」と話す。

「防災で大切なのは教育。過
去に洪水や津波がどこまで来
たか・事実を知っていれば、ど
こへ逃げたら良いか自分で判
断できる」。

15茨城新聞 2013.8.31

● ●

茨城新聞 2011.04.18

紅白帽子のやくそく

（１）防災教育の背景と理念
東日本大震災が教育界へ与えた衝撃
「たくましく生きる力」を育む防災教育

（２）福島県の自然環境と人間活動
地域の特色と産業（自然災害のメカニズム理解，
自然の二面性＜恩恵面＞の取扱い

（３）科学・技術・社会の相互関連を捉える教育
科学・技術・社会の相互関連理解
知識から意思決定，行動，合意形成

（４）地域と連動した組織活動
避難訓練の見直し
（基礎を踏まえた上での児童生徒の判断・行動力）
地域と連動した避難訓練，防災活動

（５） 持続可能な社会の構築と防災教育
ESD（持続発展教育）「福島から世界へ」の期待
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津波より怖い自然災害

大規模火砕流

雲仙普賢岳 1991.6.3
小規模火砕流
死者行方不明者43名、負傷者9名

●
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兵庫県南部地震1995.1.17 東北地方太平洋沖地震2011.3.11
火曜日 05:46 831個 金曜日 14:46 675個

下校時刻前

死者約6400名

死者 15883名
不明 2667名

2013.7.10

死者 13802名
不明 14129名

11.4.17.18時

●
当日の震源

NHK サイエンス・ゼロ 2011.9.10
NHK Megaquake II 第1回 いま日本の地下で何が起きているのか 2012.4.1.

ダイナミックオーバーシュート

アスペリティ

メカニズム●

アウターライズ地震
●

（１）防災教育の背景と理念
東日本大震災が教育界へ与えた衝撃
「たくましく生きる力」を育む防災教育

（２）福島県の自然環境と人間活動
地域の特色と産業（自然災害のメカニズム理解，
自然の二面性＜恩恵面＞の取扱い

（３）科学・技術・社会の相互関連を捉える教育
科学・技術・社会の相互関連理解
知識から意思決定，行動，合意形成

（４）地域と連動した組織活動
避難訓練の見直し
（基礎を踏まえた上での児童生徒の判断・行動力）
地域と連動した避難訓練，防災活動

（５） 持続可能な社会の構築と防災教育
ESD（持続発展教育）「福島から世界へ」の期待
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（１）防災教育の背景と理念
東日本大震災が教育界へ与えた衝撃
「たくましく生きる力」を育む防災教育

（２）福島県の自然環境と人間活動
地域の特色と産業（自然災害のメカニズム理解，
自然の二面性＜恩恵面＞の取扱い

（３）科学・技術・社会の相互関連を捉える教育
科学・技術・社会の相互関連理解
知識から意思決定，行動，合意形成

（４）地域と連動した組織活動
避難訓練の見直し
（基礎を踏まえた上での児童生徒の判断・行動力）
地域と連動した避難訓練，防災活動

（５） 持続可能な社会の構築と防災教育
ESD（持続発展教育）「福島から世界へ」の期待
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防災用品の精選 避難訓練の工夫●
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ローソクの炎はなぜ消える？

二酸化炭素が出来たから

酸素がなくなった（ゼロになった）から

その他

25

●
（酸素欠乏症）

２１％ 通常 760mmHg×21％＝160mmHg
１８％ 酸素欠乏 40mmHg→肺→95mmHg
１６％ 頭痛
１２％ めまい、筋肉脱力
１０％ 顔面蒼白、意識不明
６％ 一呼吸で全身脱力失神（６分で死亡） 40mmHg

（労働安全衛生講習 2012.6.6 より）

一酸化炭素は更に別

●

率先避難者

率先避難者

集団同調性
バイアス

2009.8.26

●
（１）防災教育の背景と理念

東日本大震災が教育界へ与えた衝撃
「たくましく生きる力」を育む防災教育

（２）福島県の自然環境と人間活動
地域の特色と産業（自然災害のメカニズム理解，
自然の二面性＜恩恵面＞の取扱い

（３）科学・技術・社会の相互関連を捉える教育
科学・技術・社会の相互関連理解
知識から意思決定，行動，合意形成

（４）地域と連動した組織活動
避難訓練の見直し
（基礎を踏まえた上での児童生徒の判断・行動力）
地域と連動した避難訓練，防災活動

（５） 持続可能な社会の構築と防災教育
ESD（持続発展教育）「福島から世界へ」の期待
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今考えている実践例１：通学路のド真ん中

29

●

茨城新聞 2013.8.31

１ 今考えている実践例２：紺色のうねりが

中３ 卒業間近or合唱祭

展開

「生徒諸君に寄せる」 詩

「紺色のうねりが」 詩 （宮崎駿・吾朗）

映画「コクリコ坂から」 挿入歌

ねらい 生きる意志 安全文化
（ ただしく たくましく ・・・）
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●

（宮澤賢治）

2
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生徒諸君に寄せる
中等学校生徒諸君
諸君はこの颯爽たる
諸君の未来圏から吹いて来る
透明な清潔な風を感じないのか
それは一つの送られた光線であり
決せられた南の風である

諸君はこの時代に強ひられ率いられて
奴隷のやうに忍従することを欲するか

今日の歴史や地史の資料からのみ論ずるならば
われらの祖先乃至はわれらに至るまで
すべての信仰や特性は
ただ誤解から生じたとさへ見へ
しかも科学はいまだに暗く
われらに自殺と自棄のみをしか保証せぬ

むしろ諸君よ
更にあらたな正しい時代をつくれ

諸君よ
紺いろの地平線が膨らみ高まるときに
諸君はその中に没することを欲するか
じつに諸君は此の地平線に於ける
あらゆる形の山嶽でなければならぬ

宙宇は絶えずわれらによって変化する
誰が誰よりどうだとか
誰の仕事がどうしたとか
そんなことを言ってゐるひまがあるか

新たな詩人よ
雲から光から嵐から

31

透明なエネルギーを得て
人と地球によるべき形を暗示せよ

新しい時代のコペルニクスよ
余りに重苦しい重力の法則から
この銀河系を解き放て

衝動のやうにさへ行われる
すべての農業労働を
冷く透明な解析によって
その藍いろの影といっしょに
舞踏の範囲にまで高めよ

新たな時代のマルクスよ
これらの盲目な衝動から動く世界を
素晴らしく美しい構成に変へよ

新しい時代のダーヴヰンよ
更に東洋風静観のキャレンジャーに載って
銀河系空間の外にも至り
透明に深く正しい地史と
増訂された生物学をわれらに示せ
おほよそ統計に従はば
諸君のなかには少なくとも千人の天才がなければならぬ
素質ある諸君はただにこれらを刻み出すべきである

潮や風……
あらゆる自然の力を用ひ尽くして
諸君は新たな自然を形成するのに努めねばならぬ

ああ諸君はいま
この颯爽たる諸君の未来圏から吹いて来る
透明な風を感じないのか

●

32

校本全集によれば、この詩の本当の姿は、次のようです。

生徒諸君に寄せる

〔断章一〕

この四ヶ年が
わたくしにどんなに楽しかったか

わたくしは毎日を
鳥のやうに教室でうたってくらした

誓って云ふが
わたくしはこの仕事で
疲れをおぼえたことはない

〔断章二〕

（彼等はみんなわれらを去った。
彼等にはよい遺伝と育ち
あらゆる設備と休養と
茲には汗と吹雪のひまの
歪んだ時間と粗野な手引があるだけだ
彼等は百の速力をもち
われらは十の力を有たぬ
何がわれらをこの暗みから救ふのか
あらゆる労れと悩みを燃やせ
すべてのねがひの形を変へよ）

〔断章三〕

新しい風のやうに爽やかな星雲のやうに
透明に愉快な明日は来る
諸君よ紺いろした北上山地のある稜は
速かにその形を変じやう
野原の草は俄かに丈を倍加しやう
あらたな樹木や花の群落が

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

〔断章四〕

諸君よ 紺いろの地平線が膨らみ高まるときに
諸君はその中に没することを欲するか
じつに諸君は此の地平線に於ける
あらゆる形の山嶽でなければならぬ

〔断章五〕

サキノハカといふ黒い花といっしょに
革命がやがてやって来る
それは一つの送られた光線であり
決せられた南の風である、
諸君はこの時代に強ひられ率ひられて
奴隷のやうに忍従することを欲するか
むしろ諸君よ 更にあらたな正しい時代をつくれ
宙宇は絶えずわれらに依って変化する
潮風や風、
あらゆる自然の力を用ひ尽すことから一足進んで
諸君は新たな自然を形成するのに努めなばならぬ

〔断章六〕

新しい時代のコペルニクスよ
余りに重苦しい重力の法則から
この銀河系を解き放て

新しい時代のダーヴヰンよ
更に東洋風静観のキャレンジャーに載って
銀河系空間の外にも至って
更にも透明に深く正しい地史と
増訂された生物学をわれらに示せ

衝動のやうにさへ行われる
すべての農業労働を
冷く透明な解析によって
その藍いろの影といっしょに
舞踏の範囲にまで高めよ

素質ある諸君はただにこれらを刻み出すべきである
おほよそ統計に従はば
諸君のなかには少なくとも百人の天才がなければならぬ

〔断章七〕

新たな詩人よ
嵐から雲から光から
新たな透明なエネルギーを得て
人と地球にとるべき形を暗示せよ

新たな時代のマルクスよ
これらの盲目な衝動から動く世界を
素晴らしく美しい構成に変へよ

諸君この颯爽たる
諸君の未来圏から吹いて来る
透明な清潔な風を感じないのか

〔断章八〕

今日の歴史や地史の資料からのみ論ずるならば
われらの祖先乃至はわれらに至るまで
すべての信仰や特性はただ誤解から生じたとさへ見へ
しかも科学はいまだに暗く
われらに自殺と自棄のみをしか保証せぬ。

誰が誰よりどうだとか
誰の仕事がどうしたとか
そんなことを言ってゐるひまがあるのか
さあわれわれは一つになって 〔以下空白〕

校本全集によると、（第６巻７７８頁～７８５頁）

「本編は５枚のばらばらになったノート紙葉に記された作
品であるが、この紙葉は「詩ノート」と同質紙で、元の紙
五枚を半分にちぎったものの右半分（略）五枚（十頁
分）。横向きに（略）して使用。昭和二年（１９２７年）に
「盛岡中学校校友会雑誌」への寄稿を求められ、（略）
「四枚の稿紙」を送られ、これに清書するための下書とし

て着手され、しかしついに完成に至らなかったと見られる
もの。右校友会誌には、「奏鳴四一九」「銀河鉄道の一
月」の二編が発表された。」

「なお、本編がはじめて公表されたのは、「朝日評論」誌
一巻二号 （朝日新聞社刊・昭和二十一年四月号、八四
～八六頁）においてであり、この時は、一応の完結性の
ある形まで、大幅に校訂・再構成されていた。これは、
一部字句の追加や削除、順序変更など、問題を含みな

がらも、作者の意図の存するところを忖度しつつなされ
た一つの試みの結果としての意義を持つものであり、そ
の後、数種の刊行物に収録され、比較的広く世に知ら
れた形でもあるので、参考のため、以下に掲げておく。」

として、最初にかかげた詩篇が載っています。つまり「作
者」は 「朝日評論」というわけです。

●

紺色のうねりが

33

作詞：宮崎駿・宮崎吾朗（原案：宮澤賢治） 作曲：谷山浩子

●

茨城新聞 2011.6.29

2011.6                    2008.

●

稲むらの火

3

● 濱口梧陵
ヤマサ醤油（1645正保２～） 頭首 濱口儀兵衛 ７代目（１８
５３嘉永６～）
１８２０（文政３）．６．１５ ～ １８８５ （明治１８） ．４．２１

●
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『濱口梧陵小傳』より

嘉
永
七
年
（一
八
五
四
）十
一
月
四
日
、
午
前
十
時
、
強

い
地
震
が
あ
っ
た
。
震
動
が
止
ま
っ
た
後
、
す
ぐ
海
岸
に

走
っ
て
い
き
、
海
面
を
眺
め
る
と
、
波
の
動
く
様
子
が
普

通
で
な
く
、
海
水
が
増
え
た
り
減
っ
た
り
す
る
差
は
、

一
．
八
～
二
．
一
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
潮
流
は
大
埠
頭
の
先

で
衝
突
し
、
黒
い
高
波
が
出
現
す
る
。
そ
の
あ
り
さ
ま

は
、
誠
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（中
略
）

五
日
。
曇
り
空
で
風
も
な
く
、
や
や
暖
か
さ
を
感
じ
る

日
で
、
陽
の
光
は
朦
朧
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
花
曇
り
と
い

う
空
で
あ
る
が
、
海
面
は
別
に
異
常
が
な
い
の
で
、
前
日

立
ち
退
い
て
い
た
老
人
や
用
事
も
、
や
っ
と
安
心
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
家
に
帰
り
、
・
・・
午
後
、
村
民
二
名
が
走
っ
て

き
て
、
井
戸
水
が
非
常
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ

た
。
私
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
異
変
が
、
今
ま
さ
に
起
こ

ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
た
。
や
は

り
、
午
後
四
時
に
な
っ
て
大
地
震
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
激

し
さ
は
、
前
日
の
も
の
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
瓦

は
飛
び
、
壁
は
崩
れ
、
塀
は
倒
れ
、
ほ
こ
り
や
細
か
い
砂

が
舞
い
上
が
り
空
を
覆
っ
た
。
は
る
か
に
西
南
の
空
を
眺

め
る
と
黒
や
白
の
妖
し
い
雲
が
切
れ
切
れ
に
な
っ
て
い
る

間
か
ら
、
金
色
の
光
が
出
て
、
ま
る
で
見
も
知
ら
ぬ
も
の

が
飛
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
・
・
・

● 八
日
。
村
民
は
少
し
不
安
の
度
合
い

が
減
り
、
避
難
場
所
か
ら
自
宅
に
帰

り
・・・

本
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
、
震
動
は

軽
微
に
な
り
、
津
波
が
再
び
襲
っ
て
く

る
と
い
う
お
そ
れ
も
、
ま
っ
た
く
村
民

の
脳
裡
か
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

れ
で
、
流
失
し
た
品
物
で
ま
だ
残
っ
て

い
る
物
品
を
拾
い
集
め
る
者
が
急
に

増
え
、
自
分
の
者
と
他
人
の
物
と
を

区
別
せ
ず
に
拾
い
集
め
る
為
に
、
し
ば

し
ば
そ
こ
に
不
正
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
察
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
各
所
に
村

役
人
を
派
遣
し
、
強
い
者
が
弱
い
者

を
し
い
た
げ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
た
。
・・・

拾
い
集
め
た
梁
、
柱
、
竹
、
木
、
瓦
の

類
は
、
各
所
に
積
み
上
げ
、
番
号
を
付

け
て
、
後
日
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し

た
。
そ
れ
で
得
た
金
を
、
村
民
の
家
屋

の
建
坪
面
積
で
割
り
ふ
り
分
配
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る

ま
で
に
は
、
多
く
の
日
数
が
費
や
さ

れ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た

い
。

流出した梁、
柱、瓦など

被災

入札

労働力

整理 材
料

収
益
分
配

●

津波祭 毎年11/3稲むらの火祭り 10月中旬

和歌山県広川町

●

宮古市田老町

4
●

インターネットより

宮古市田老町

●

• 位置

• 人口 1593世帯、
4434人(H23.3.1)

• 沿革 昭和29年「町」
平成17年宮古市に

• 最近の主な津波被災歴
– 明治29、昭和8、十勝s27、チリs35

盛岡

田老町

釜石

魹ケ崎

宮古

遠野

1896、 1933、 1952、 1960

「三陸」が知られるきっかけ

宮古市田老町
●
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最近の主な津波の規模と被害
明治29年6月15日
（明治三陸大津波）

昭和8年3月3日
（昭和三陸大津波）

マグニチュード 7.5 8.5

最大波高 15m 10m

罹災戸数 336戸 505戸

死者・不明者 1859人 911人

一家全滅 130戸 66戸

罹災生存者 36人 1828人

漁船流失 540隻 990隻

田老町『地域ガイド』p.5より

宮古市田老町

● 田老の津波災害の推移
（明治・昭和・平成の比較）

0
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明治 昭和 平成

死者行方不明者 死亡率

１８５９
98.1％

９１１
３３．３％

１４４
５．９％

●

死者・行方不明者数 人口 死亡・行方不明者の率

大槌 １２７８ １５２７７ ８．３７

南三陸 ８５４ １７６６６ ４．８３

釜石 １０４３ ３９５７８ ２．６４

田老地区 １４４ ２４５４ ５．８７

・・・「津波太郎」とまでの、ありがたくない異名・・・

は、返上

●
田老町

国道45
号線

田老第一
小学校

田老第一
中学校宮古市田老

総合事務所
（旧町役場）

①S9-33

②S36-41

③S48-53

三陸鉄道
北リアス線
田老駅

津波
襲来域

●

2007年3月の視察

「防潮堤」/「防浪堤」

「田老万里の長城」

区画整備

田老第一小学校

津波歌留多

通学路

町の人

「てんでんこ／めいめいこ」

●

安高晋 2011.5.15 毎日新聞

●
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X字型の二重堤防 第2堤防が決壊

人口 死者 不明
者

死者不明者
の割合

A地区 二重に守
られている地域

１６１０ ６３ ９ 4.5％

B地区 一つの防
潮堤だけの地域

５６６ １９ ３６ 9.7％

C地区 一つの防
潮堤だけの地域

２７８ １２ ５ 6.1％

防潮堤に守られていない港湾地域には、12人が住み、
死者２名が出ている。死者は（2011年）4月10日、不明
者は同２７日現在

A

B

C

安高晋 2011.5.15 毎日新聞

●
３つの防潮堤（防浪堤）

工期 規模 背景

第一防潮堤 S9-（６年９ヶ月）
（中断）
S29-33

960m
↓
1350m 上幅3m、根幅最

大25m、高さ最大
7.7m（地上）海面よ
り10.65m

←s8昭和三陸大津波
太平洋戦争
←S27十勝沖地震津波

第二防潮堤 S36-40
S41

5m    582m
10m 

←S35チリ地震津波

第三防潮堤 S48-54 501m
田代川水門

計 2433m

●

宮古市田老町

●
宮古市田老町

●

第３回目の訪問（2012.8.3）
宮古土木センター、水産振興センター

第1防潮堤 台帳
T.P. +10.00[m]

「既往最高潮位」
T.P. +13.46[m] (M29)

●

1966.昭和41.4.1
S40までの
完成分

●
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百星霜から
昭
和
八
年
三
月
三
日
の
三
陸
の
大
津
波
に
田
老
小
学
校

児
童
数
五
三
五
名
の
内
、
一
〇
五
名
の
死
者
が
出
来
、

そ
の
他
肉
親
を
失
っ
た
者
多
数
あ
り
、
当
時
四
月
に
転

任
さ
れ
て
来
た
、
佐
々
木
弘
平
校
長
先
生
は
、
こ
の
可

哀
想
な
子
供
達
を
ど
う
教
育
し
た
ら
よ
い
か
と
日
夜
な

や
み
、
教
育
者
と
し
て
、
自
分
の
生
涯
を
賭
け
信
念
と
情

熱
を
も
っ
て
育
て
よ
う
と
、
心
に
手
を
合
わ
せ
、
己
を
愛

し
、
子
供
を
愛
し
、
人
間
を
愛
す
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
精

神
を
も
っ
て
生
徒
の
教
育
に
あ
た
る
事
を
心
に
誓
っ

た
。
・・・
（p.

55
）

・・・
欲
し
い
物
が
沢
山
流
れ
て
落
ち
て
い
る
ん
だ
ど
も
ば

あ
様
に
絶
対
に
手
を
つ
け
ん
な
よ
お
っ
て
云
わ
れ
て
ね
。

す
ず
り
箱
が
あ
っ
て
す
、
そ
れ
が
欲
し
く
て
、
よ
っ
ぽ
ど

拾
っ
て
行
ぐ
べ
え
が
ど
思
っ
た
ど
も
あ
き
ら
め
て
帰
っ
て

き
た
が
、
ど
う
し
て
も
心
残
り
が
す
る
ん
で
又
行
っ
て
み

た
ら
も
う
無
が
っ
た
あ
で
ば
（
笑
）
（p.

60
）

防
災
の
関
係
に
な
っ
と
も
、
あ
の
防
潮
林
は
お
ら
が
ど

う
が
五
、
六
年
生
の
頃
、
ご
ま
塩
の
に
ぎ
り
め
し
を
食
べ

さ
せ
ら
れ
な
が
ら
植
え
だ
も
の
だ
が
ね
。
（p.

60
）田老第一小学校

創立百周年記念誌

●
様々な教訓／資料

田老第一小学校
創立百周年記念誌

教訓を伝えるチャンネル

歌留多、標識、etc.

街づくり

道幅、四つ角の隅取り、通学路,etc.

「率先避難者」

紅白帽子（古河市）

（田老）にぎりめしを食いながら防潮
林を植えた／（広川）村人が堤防を
築いた

宮古市田老町

●

様々な教訓／資料

「了解」の方法

「てんでんこ／めいめいこ」、

「親しい人が声を掛けると泡を吹く」, 
etc.

津波到達の目印

市町村合併の微妙な弊害

茨城の地震歌留多

地震雲（笠間）、液状化（潮来）、 和歌山・
広川町

那珂川沿の電柱

宮古市田老町

●

田老第一小学校下。津波の位置

三陸鉄道
北リアス線
田老駅

田老第一
小学校

●

宮古市田老、田老第一小学校●
いつまでも語り継ごう津波の話
老人の津波の話、智恵の山
早い避難が津波の時の鉄則です
逃げる時遠くではなく近くの高台へ
放送の防災無線をよく聞こう
平気だと潮引く浜へは行かぬこと
登下校いざという時津波シェルター
近づくな津波の時の海や川
リヤカーは老人方の避難タクシー
ぬくくして避難すること忘れずに
留守中でも津波警報すぐ避難
をとめもをとこも命を守る「てんでんこ」
忘れた頃にこわい津波は押し寄せる
確認しよう避難経路と避難場所
夜も来る常に備える懐中電灯
田老町津波に備えた町づくり
連絡を家族で取り合うやくそくを
備えよう避難の時の防災グッズ
伝えよう津波が来たこと逃げること
寝る時も枕元には津波の備え
波とは全く違うこわい津波の波
ラジオ放送地震や津波の情報源
むかしから語り継がれる津波の話
植えてある防潮林を大切に

ゐどの中の蛙にならぬよう防災学習
乗らぬこと自動車避難は禁物です
思い出せ明治二十九年昭和八年
繰り返し津波は何度も押し寄せる
やがて来る地震や津波に備えよう
間違わず避難経路を覚えよう
警報の無線放送よく聞こう
ふざけずに避難訓練いたします
こわいから、まず避難して安心を
遠足で海に行っても津波に注意
手をつなぎ避難をしよう上級生と
安全に高台逃げろ津波警報
さけられない津波だからこそ防災を
気をつけよう地震の後のテレビラジオ放送
ゆれたなら火を消し戸をあけ逃げ道つくる
めんどうと津波避難を忘れぬように
見聞きして津波のことをよく知ろう
しばらくは海の様子見避難場所
ゑびす顔、苦難乗り越え田老の民は
火の始末それから避難を始めます
もどらない何があっても津波の時は
先人が心血注いだ防波堤
すぐ逃げろ高台行けば命助かる
備えあれば憂いなしで安「心」

宮
古
市
立
田
老
第
一
小
学
校

「津
波
歌
留
多
」

資料
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?

フクイチ

3/12 15:36 1号機爆発
（TV報道「骨組みだけになっ
ているように見える」16:30以
降）
(17:15記者会見)

3/14 11:01 3号機爆発
(TV字幕速報 11:57頃)

3/15 6:14,56 4号機爆発
(動画検索不可能)

● 5 内部被曝の恐ろしさ

肺胞に直接入ったら 取り出せない

至近距離から 強力な被曝

等価線量＝吸収線量×放射線荷重係数

Sv=Gy×WR （β線・γ線＝1 α線＝20）

報道されるのは 137Cs ばかり
多種多様な放射性同位元素が放出された

●

2011.3.14 11:58 テレビ朝日 ANNスクランブル

● ●

3.14の風向き

茨城新聞

×号外扱い

朝日新聞

○

テレビ

●
1 南

2 北西

3 北西

4 西北西

5 北

6 西南西

7 西南西

8 北

9 東

10 北東

11 西南西

12 西南西

13 西南西

14 南南西

15 南南西

16 南西

17 南西

18 南西

19 南南西

20 南西

21 南西

22 北北西

23 北北西

24 北北東

2011.3.14 水戸●
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そして風が変わった

3/11,   12,       13,         14,       15,       16,        17

0.05

1.70

環境防災Nネット
http://www.bousai.ne.jp/vis/index.php

μSv/h

●
こ

日立市
久慈4.10

●

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/seikan/gentai/nuclear/radiation.html

●
新聞には６時間毎の風向を

停電などで情報が入
らない。

マスメディアでは、必
要な情報がすぐに得
られない。

いざという時、どれほ
ど緊急か、どちらに逃
げればよいか、が判
断できる。

70

20

30

30

茨城新聞の１面

安全文化

●

新 旧

竜巻、台風等の発生のメカニズム

筑波東中学校

2012.12.12 13:25～14:15

大辻 永（茨城大学）

つくばスタイル科

● 7 竜巻の正体

風 空気の移動

激しい （大きさ、強さ）

向き

渦・渦の移動

・・・藤田スケール F0,F3・・
・・・向きが変わる

うめあわせ

●
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5/6 12:40頃 真岡
32km 0.65km F1-2

5/6 12:30頃 筑西
21km 0.6km F1

5/6 12:35頃 つくば
17km 0.5km F3

水戸地方気象台ほか.2012.『現地災害調査速報』より

●

どういう風が
吹くか

天気図
気圧配置

二つ玉低気圧
＋

上空に寒気
湿った南風

上空5500ｍに
－21℃の
寒気団

冬：都心で大雪 今回の竜巻

●

一日の気温の変化

0

5

10

15

20

25

30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324

つくば（館野） 2012.5.6 気温の変化

21.3

10.6

1980-2010年の平

年の最高最低気
温

25.6℃
℃

時

●

25.6℃

－21℃

●

2013.9.2 越谷-野田市の竜巻

77

●

読売新聞 2013.9.3

雹（ひょう）

最大直径２ｃｍの雹も（浦和市）

雪（雨）・雹

水蒸気が凝結 （体積は1200分の一）

気圧が（上がる・下がる）

うめあわせ

ますます、上昇してくる。
吸い上げられるように

●
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（しっかり勉強すると・・・）
2012.5.6 13:00 つくば市館野
気温 25.6℃
飽和水蒸気量 23.85 g/m3
湿度 61％
→ 露点 約17℃

（気温差 8.6℃）
←乾燥断熱減率1.0℃/100m

→ 雲の下部（竜巻の高さ）は860m

●
日本 年間20個程度

9-10月

正午から日没

アメリカ合衆国 年間1000個程度

地下シェルター

●

屋根瓦
●

屋敷林

垣根

●

土台の砕石
●

アンカーボルト
●
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どうしたらよいか

その時

遠ざかる／逃げる
進路 → どっちへ？

本体と風上に注意
主に左

丈夫な建造物内に

見てないで閉める
ガラスから離れて

風向きの変化に注意

情報収集

日頃から

「日常」や「伝統」の中
に智恵が

それを見きわめられる
「目」、情報収集力・・・
を、日々の学習で養う

●
生きてはたらく問題解決能力の育成

大辻永.2011. 生きてはたらく問題解決能力育成のために－津波防災教育の教
材研究－, 藤岡達也(編著)『持続可能な社会をつくる防災教育』協同出版.

「・・・子どもが成長して将来出くわすあらゆる場面場
面、問題解決の場で、明示的暗示的に如何に生きて
はたらくか。いざという時に生きてはたらく問題解決能
力を、日々少しずつ鍛え上げている。／将来、生きて
はたらく問題解決能力の一端を、我々は日々育成し
ている。津波防災教育は特別なものではなく、日々の
教育実践に並ぶものである。・・・」

●


